
























































































































































































この 4年間で，東京都の 2校の研究発表校に深く関わった。A区立 B小学校は区の研究指定校で






























































































































































に，「とてもよかった」が 416名，「よかった」が 92名，「ふつう」が 71名，「よくなかった」が 7名
という結果であった。上位 2つの項目を合わせると 90％の子どもたちが，「一貫した問い」授業を支
持していることになる。主な内容は次の通りである。
• 「一貫した問い」があると，どのように学習を進めていくかがわかる。
• 友達と対話をする時に，これを考えればいいということがわかる。
• 今まで，学習を進めていく時に，よくわからなくなったことがあるけれど，先生が「いつもこれ
を考えて学習をするんだよ」と言ってくれたのでよくわかるようになった。
• 他の物語でもこのやり方で読んでいくと，理解しやすくなる，などである。
これまでの授業では，ややもすると授業が進むに連れ，毎回，毎回，本時のめあてが変わってくる
ので，最も考えさせたい大事なことに関わる時間が少なくなってきた。しかし「一貫した問い」があ
ると，教材文で考えさせたいことが常にはっきりしていて，指導に迷いが出た時にここに戻ればいい
という道しるべとなる。ほとんどの教員の感想が「指導にぶれがなくなる」「一貫とした指導となる」
というものであった。常に教師も子どももこの「一貫した問い」を目にし刺激を受け，考え続けられ
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るので，主題に対しての考えがこれまでとは比較にならないくらい深くなってくる。子どもたちが自
ら進んで取り組む主体的な学びとなり，深い学びに結びつくことになる。教師と子どものアンケート
からも，この指導が読みに対して有効な指導方法だということに確信を持ったのである。
教材文に出会った時，この文章で作者（筆者）は何を言いたいのかを考える。そしてこの教材文全
体を貫く「一貫した問い」を自ら考え，それに対しての答えを，自力で読みながら考えていく思考の
流れは，この教材の学習を終えて次の教材に出会った時に必ず生きる力となるのである。
８　まとめ
小学校の授業時数で最も多いのが国語科である。それは，人間の思考，理解，伝達はすべて言葉を
介在しているので，国語科 3領域の「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の言語能力を育
てる国語科の学習が，あらゆる学習の基礎基本にあたるからである。その中で国語科の授業の多くは
教科書教材の「読むこと」に充てられる。その読みの授業を多く観察してきて，課題と感じたことの
改善策として，単元を貫く「一貫した問い」を考えた。この指導方法を取り入れた教員たちの反応は
よく，大きな手応えを感じているところである。
ただし課題もある。「一貫した問い」の授業では，教員が主題を的確にとらえていなければならな
い。主題を間違ってとらえてしまうと，子どもたちに考えさせる方向を誤らせてしまう。特に国語授
業にあまり力を入れていない教員，経験の少ない教員などは，表面上の読みだけで主題をとらえてし
まいがちであり，「一貫した問い」も適切なものにならないことが少なくない。基本的なことである
が，自分だけでなく，学年教員らと複数で共に徹底した教材研究を行い，「一貫した問い」を適切な
ものにつくり上げることが大切である。
ネット社会となり，SNSで瞬時に短文をやりとりする現代では，若者たちにとって，文章をじっ
くり読んで考える力と態度が培われない。であるからこそ，小学校段階から文章に出会った時に，自
力で「書き手はこの文章で何が言いたいのか」を考えて読む学習姿勢を身につけさせていきたい。こ
の論考が，今後の国語科の新しい読みの指導方法の一助となり，「主体的・対話的で深い学び」の実
現に近づくことを願う。
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